
 

　
２０
世
紀
に
お
け
る
都
市
の
進
展
で
は
、
都
市
化
の

抑
制
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
や
都
市
に
お
け
る
身

近
な
自
然
と
の
触
れ
合
い
空
間
の
整
備
な
ど
が
取
り

組
ま
れ
て
き
た
も
の
の
、
人
間
や
都
市
活
動
に
中
心

が
置
か
れ
た
た
め
、
生
物
多
様
性
の
減
少
を
招
い
て

お
り
、
深
刻
な
地
球
環
境
問
題
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ

て
い
る
。
特
に
都
市
部
で
生
活
す
る
人
口
が
世
界
人
口

の
半
数
を
占
め
、
２
０
５
０
年
に
は
世
界
人
口
の
３
分

の
２
が
都
市
に
居
住
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。「
都

市
の
世
紀
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
２１
世
紀
は
、
都
市
の

ウ
エ
イ
ト
が
相
対
的
に
小
さ
い
時
代
と
は
異
な
り
、
地

球
規
模
に
お
い
て
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
よ

う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
都
市
自
体
が
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な

性
質
を
持
つ
よ
う
な
構
造
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
我
が
国
で
は
人
口
の
３
分
の
２
以
上
が
都
市
に
居

住
し
て
お
り
、
既
に
都
市
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ
く
り
は
経
済
成
長

の
み
の
追
求
で
は
な
く
、
生
物
多
様
性
保
全
を
通
じ
た

持
続
的
発
展
を
図
り
、
都
市
生
活
の
中
で
生
き
る
喜
び

や
暮
ら
し
の
真
の
豊
か
さ
の
追
求
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
生
物
多
様
性
保
全
を
通
じ
た
都
市
づ

く
り
は
、
成
長
型
社
会
の
中
で
機
能
性
や
効
率
性
が

主
に
追
求
さ
れ
て
き
た
も
の
か
ら
、
自
然
を
基
盤
と

し
て
負
荷
の
低
減
や
持
続
性
を
追
求
し
た
も
の
へ
と

方
向
転
換
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

論
で
は
、
市
街
地
や
都
市
近
郊
に
モ
ザ
イ
ク
状
に
分

布
す
る
農
空
間
、
言
い
換
え
れ
ば
、
里
地
・
里
山
の
存

在
価
値
を
再
考
し
、
都
市
と
里
地
・
里
山
と
の
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、
持
続
可
能
な

社
会
に
求
め
ら
れ
る
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方

を
考
え
て
み
る
。 
     

　
生
物
多
様
性
は
「
す
べ
て
の
生
物
間
の
変
異
性
を

指
す
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
①
遺
伝
子
の
多
様
性
（
生

物
の
種
内
の
多
様
性
） 

②
種
の
多
様
性
（
種
間
の
多

様
性
） 

③
生
態
系
の
多
様
性
、
を
含
む
」
と
生
物
多
様

性
条
約
の
中
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、

本
条
約
を
契
機
に
２
０
０
８
年
に
生
物
多
様
性
基
本

法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
２
０
１
０
年
に

は
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
、
生
物
多
様
性
の
危
機
と
し
て
、
①
開
発
や
乱
獲

に
よ
る
生
態
系
の
破
壊
、
生
息
地
の
減
少
に
よ
る
危

機 

②
里
地
・
里
山
な
ど
に
お
け
る
人
間
活
動
の
縮
小

に
よ
る
危
機 

③
人
間
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
生

物
な
ど
に
よ
る
生
態
系
の
撹
乱
の
危
機 

④
地
球
温
暖

化
に
よ
る
危
機
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

　
本
論
で
の
主
題
は
第
２
の
危
機
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
里
地
・
里
山
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
里
地
・

里
山
と
は
、
人
間
活
動
の
影
響
が
少
な
く
自
然
性
の

高
い
奥
山
自
然
地
域
と
人
間
活
動
や
都
市
活
動
が
集

中
す
る
都
市
地
域
と
の
中
間
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
で
、

我
が
国
の
国
土
の
４
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
里
地
・
里
山
の
環
境
は
、
農
耕
生
活
に
立
脚
し
た
長

い
歴
史
の
中
で
、
様
々
な
人
間
活
動
の
働
き
か
け
を

通
じ
て
二
次
的
自
然
特
有
の
生
態
系
が
成
立
し
、
自

は 

じ 

め 

に 

里
地
・
里
山
の
現
状 

（
生
物
多
様
性
の
危
機
） 

生物多様性保全と 
都市環境デザイン 
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FLORA 
植 物 相

MAN 
人　間

VEGETATION 
植　生

CLIMATE 
macro and micro 
気　候

WATER 
水　系

LAND 
(Landscape） 
景　観

LANDFORM 
地　形

SOIL 
土　壌

ROCK 
地　盤

TIME 
時　間

FAUNA 
動 物 相

然
と
共
生
す
る
豊
か
な
生
活
文
化
が
形
成
さ
れ
、
童

謡
唱
歌
に
も
歌
わ
れ
る
よ
う
な
日
本
人
の
原
風
景
と

も
な
っ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
　 

　
里
山
で
の
柴
刈
り
や
落
ち
葉
掻
き
は
有
機
肥
料
や

燃
料
源
と
し
て
農
村
生
活
の
必
然
性
の
中
で
継
続
的

に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
３０
年
代
以
降
の
燃
料
革

命
や
化
学
肥
料
の
普
及
に
よ
り
そ
の
必
然
性
を
な
く

し
た
こ
と
に
よ
り
里
山
の
管
理
放
棄
が
進
行
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
５０
年
ご
ろ
か
ら
農
業
の
経
済
的
側
面

や
後
継
者
問
題
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
つ
つ
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
里
地
の
管
理
放
棄
も
進
行
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
長
年
継
続
さ
れ
て
き
た
人
間
の
様
々

な
働
き
か
け
が
無
く
な
り
、
人
目
が
届
か
な
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
動
植
物
の
生
育
・
生
息
環
境
の
質
の
低
下

を
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
里
地
・
里
山
環

境
に
は
、
我
が
国
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
種
の
５
割
が
存

在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
他
、
管
理
放
棄
が
進
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
水
源
の
涵
養
や
土
砂
流
失
の
抑
制
機
能
な

ど
の
国
土
保
全
機
能
が
低
下
し
、
日
本
人
の
原
風
景
と

も
な
っ
て
い
る
景
観
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。 

    

　
都
市
は
巨
大
化
し
、
人
間
活
動
が
集
中
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
熱
の
塊
と
化
し
、
内
部
の
自
然
空
間
が
大
き
く

失
わ
れ
孤
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
物
多
様
性

の
劣
化
が
著
し
く
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
対
し
、
都
市
の
一
方
的
発
展
を
目
指
す
の
で
は
な
く

自
然
環
境
と
共
生
し
、
都
市
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す

と
い
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
供
給

と
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
持
続
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
が
、
都
市
そ
の
も
の
は
生
命

活
動
の
基
本
と
な
る
「
水
、
食
料
、
酸
素
、
有

機
資
源
な
ど
」
す
べ
て
の
側
面
で
消
費
拠
点
で
あ
り
、

供
給
側
の
側
面
が
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
無
い
。

供
給
と
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
持
続
性
を
担
保
す

る
た
め
に
は
、
供
給
側
の
側
面
を
有
す
る
自
然
地
域
、

つ
ま
り
、
都
市
内
部
や
近
郊
部
に
分
布
す
る
里
地
・

里
山
を
介
し
、
奥
山
自
然
地
域
を
含
め
た
流
域
を
空

間
単
位
（
図
１
）
と
す
る
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
が
求

め
ら
れ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
空
間
単
位
の
中
で
、
生
物
多
様
性
の

保
全
が
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し

て
く
る
か
を
理
解
す
る
上
で
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
と

い
う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

　
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
簡
便
に
い
え
ば
「
人
間
が

生
物
多
様
性
か
ら
受
け
る
恩
恵
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
２
０
０
５
年
の
国
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系

評
価
の
報
告
書
で
は
、
以
下
に
示
す
４
つ
の
機
能
に

分
類
し
て
、
生
物
多
様
性
の
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。

①
食
料
や
燃
料
、
木
材
、
水
な
ど
、
資
源
を
供
給
す
る

「
供
給
サ
ー
ビ
ス
」 

②
森
林
や
土
壌
な
ど
の
存
在
に
よ

っ
て
気
候
の
緩
和
や
洪
水
の
抑
制
な
ど
、
環
境
を
制

御
す
る
「
調
整
サ
ー
ビ
ス
」 

③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
文
化
的
な
機
会
の
提
供
、
地
域
性
豊
か
な
食
文
化

や
風
土
な
ど
、「
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
」 

④
植
物
の
光
合

成
に
よ
る
以
上
の
①
か
ら
③
の
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

酸
素
の
生
成
や
土
壌
形
成
、
水
循
環
な
ど
、「
基
盤
サ

ー
ビ
ス
」
で
あ
る
。 

　
こ
れ
を
里
地
・
里
山
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
里
地
・

里
山
は
劣
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
ど
も
生
物

の
貴
重
な
生
育
・
生
息
の
場
と
し
て
生
物
多
様
性
の
保

全
に
寄
与
し
て
い
る
と
と
も
に
、
里
地
・
里
山
に
保
有

さ
れ
て
い
る
森
林
資
源
や
草
木
質
資
源
は
新
た
な
バ

イ
オ
マ
ス
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
原

風
景
や
伝
統
的
生
活
文
化
が
ま
だ
ま
だ
継
承
さ
れ
て

お
り
、
地
域
活
性
化
の
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
自
然
離
れ
が
憂
慮
さ
れ
る
子
供
の
環
境
学

【図１】 流域の空間単位 
　　　 （奥山・里山・里地・まち・うみに至る空間単位） 

【図２】ランドスケープの基本的枠組み 
             出所）Issak S.Zonneveld Landscape Ecology , SPB Academic Publishing

里
地
・
里
山
の
重
要
性 

土との共生が生み出す豊かさと喜び Ⅱ 



習
や
自
然
体
験
の
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら

に
都
市
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、
気
候
の
緩
和
や
洪

水
の
抑
制
な
ど
調
整
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
も
大
き
い
。 

     

○
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
生
物
多
様
性
保
全
を
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
か
を
考
え
る
上
で
は
具
体

的
な
空
間
や
環
境
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。 

　
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
基
本
的
枠
組
み
と
は
、
図
２
に

示
す
よ
う
に
自
然
環
境
を
構
成
す
る
気
候
、
植
生
や
植

物
相
、
地
形
や
地
盤
、
水
系
、
土
壌
等
と
、
そ
こ
に
生

息
す
る
動
物
相
と
人
間
活
動
が
時
間
的
に
相
互
に
関

連
し
合
い
な
が
ら
蓄
積
さ
れ
、
形
成
さ
れ
た
土
地
の
姿

と
定
義
で
き
、
環
境
の
全
体
像
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

生
物
多
様
性
保
全
を
、
流
域
を
単
位
と
す
る
都
市
圏
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な

環
境
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

 

○
生
物
多
様
性
保
全
と
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
流
域
を
単
位
と
す
る
都
市
圏
で
は
、
生
物
の
生
息

域
（
ハ
ビ
タ
ッ
ト
）
の
大
部
分
を
里
地
や
里
山
と
い
っ

た
大
小
様
々
な
面
的
な
要
素
（
パ
ッ
チ
）
に
依
存
し
、

河
川
や
水
路
な
ど
の
線
的
な
要
素
（
コ
リ
ド
ー
）
に
よ

っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
種
が
供

給
さ
れ
、
そ
の
多
様
性
が
保
全
さ
れ
て
い
る
。 

　
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
こ
の
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
指
し
、
生
物
個
々
の
生
息
域
の

保
全
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
顕
著
に
減
退
さ
せ

る
た
め
の
保
全
戦
略
と
し
て
、
空
間
計
画
の
有
効
な

手
段
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
。 

　
政
策
的
に
は
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
と
も
称
さ
れ
、

首
都
圏
や
近
畿
圏
（
図
３
）
と
い
っ
た
大
都
市
圏
で
策

定
さ
れ
て
い
る
他
、
２
０
１
０
年
２
月
に
は
全
国
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

　
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
と
は
、
広
域
的
な
観
点
か
ら

大
都
市
圏
の
持
続
可
能
な
生
態
系
の
維
持
・
回
復
、
人

と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
の
提
供
や
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
等
に
よ
る
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
都
市
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
自
然
的
、

人
工
的
な
都
市
の
基
盤
の
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
流
域
を
基
本
と
し
て
広
域
圏

に
留
ま
ら
ず
、
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
の
様
々
な
空

間
レ
ベ
ル
に
お
い
て
相
互
に
連
関
し
な
が
ら
構
築
さ

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 
 

○
生
物
多
様
性
保
全
と
デ
ザ
イ
ン

　
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
個
々

の
空
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
空
間
を
形
づ
く
る
形
態

や
そ
れ
を
構
成
す
る
素
材
を
決
定
し
、
空
間
の
全
体

像
を
具
現
化
す
る
デ
ザ
イ
ン
行
為
が
重
要
と
な
る
。

生
物
多
様
性
の
保
全
が
生
物
学
や
生
態
学
と
い
う
自

然
科
学
的
領
域
に
依
拠
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
美
学
と
い
う
領
域
と
統
合
化
さ
れ

る
こ
と
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
環
境
文
化
と
し
て

根
づ
か
せ
る
た
め
に
は
、
生
態
学
的
な
成
立
性
と
と

も
に
審
美
的
な
表
現
を
統
合
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
特
に
冷
温
帯
に
位
置
す
る
欧
州
各
都
市
と
は

異
な
り
、
我
が
国
の
多
く
の
都
市
圏
は
、
植
物
の
生
育

に
と
っ
て
非
常
に
有

利
な
暖
温
帯
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
点
が
大
き
な
課
題

と
な
る
。
さ
ら
に
デ

ザ
イ
ン
行
為
で
は
、

植
物
の
成
長
や
植
生

遷
移
の
中
で
常
に
変

化
す
る
動
態
的
な
も

の
で
あ
る
こ
と
の
認

識
が
重
要
と
な
る
。 

　
こ
の
点
に
関
し
て
、

里
山
は
薪
や
炭
焼
き

の
た
め
に
人
間
が
定

【図３】 近畿圏の都市環境インフラの将来像図 
　　　　出所）近畿圏の都市環境インフラのグランドデザイン、
　　　　          近畿における自然環境の総点検等に関する検討会議

【図４】堺市南部丘陵の里山の風景

生
物
多
様
性
保
全
を
通
じ
た 

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン 
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●  

●  

●
 

 大
阪
府
立
大
学
大
学
院
生
命
環
境
科
学
研
究
科
教
授
。

1
9
5
2
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
７７
年
大
阪
府
立
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
そ
の
後
、
市
浦
都
市
開

発
建
築
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
勤
務
な
ど
を
経
て
９７
年
よ
り
現

職
。
専
門
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
（
緑

地
計
画
学
）。
主
な
著
書
は
、『
住
環
境
の
計
画
3 

集
住
体

を
設
計
す
る
』（
共
著
、
彰
国
社
）、『
環
境
首
都
関
西
の
デ

ザ
イ
ン
』（
共
著
、
学
芸
出
版
社
）
な
ど
。 

CEL

期
的
に
伐
採
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た

植
生
で
あ
り
、「
陽
樹
林
」
と
も
い
わ
れ
る
林
床
に
光

が
差
し
込
む
明
る
い
林
で
あ
る
。
春
先
に
は
ツ
ツ
ジ

類
な
ど
の
低
木
や
サ
ク
ラ
類
な
ど
の
高
木
の
花
木
が

咲
き
乱
れ
（
図
４
）、
秋
に
は
美
し
い
紅
葉
を
迎
え
、
江

戸
期
に
は
庶
民
の
行
楽
の
場
と
も
い
え
る
遊
山
の
場

と
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
里
山
は
、
放
棄
す
れ

ば
植
生
遷
移
が
進
み
、
陰
樹
林
と
も
い
わ
れ
る
照
葉

樹
林
へ
と
遷
移
が
進
む
よ
う
に
、
美
し
い
景
観
形
成

の
た
め
に
は
動
態
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。 

　 ○
生
物
多
様
性
保
全
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
我
が
国
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
に
対
す
る

取
り
組
み
は
、
当
初
は
特
定
の
人
間
活
動
や
開
発
を

抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
環
境
を
守
る
と
い
っ

た
い
わ
ば
自
然
保
護
区
的
な
対
応
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
一
方
、
１
９
９
２
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
国
連
環
境
開
発
会
議
、
い
わ
ゆ
る
「
地

球
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
従
来
ま
で
の
自
然
保
護
区
的

な
対
応
か
ら
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
と
い
う
宣
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
動
態
的
な

保
全
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、｢

国
際

生
物
多
様
年｣

の
２
０
１
０
年
に
名
古
屋
で
開
催
さ

れ
た
国
連
地
球
生
き
物
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
で
は
、
我

が
国
独
自
の
文
化
と
し
て
、
動
態
的
な
保
全
技
術
の

代
表
例
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
が
示
さ
れ
た
が
、
里
地
や
里
山
は
農
耕
生
活
に
お

け
る
「
共
」
と
も
い
え
る
仕
組
み
の
中
で
維
持
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
は
、
こ
う
い
っ
た
「
新
た
な
公
」
と
い
え
る

行
動
的
枠
組
み
も
表
し
て
い
る
。 

　
昭
和
３０
年
代
以
前
の
農
耕
生
活
の
必
然
性
の
中
で
、

地
域
共
同
社
会
に
よ
っ
て
動
態
的
に
管
理
さ
れ
て
き

た
里
山
は
、
そ
の
管
理
の
必
然
性
を
喪
失
し
た
こ
と

か
ら
崩
壊
の
危
機
に
面
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
こ

こ
で
は
人
間
生
活
と
里
山
と
の
新
た
な
か
か
わ
り
あ

い
の
必
然
性
（
図
５
）
と
と
も
に
環
境
管
理
主
体
と
な

る
「
共
」
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
の
中
で
、
都
市
生
活
で

は
、
多
く
の
テ
ク
ノ
ス
ト
レ
ス
や
都
市
ス
ト
レ
ス
に

対
す
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
、
生
き
る
喜
び
や
暮
ら
し

の
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
や

農
の
あ
る
暮
ら
し
、
伝
統
文
化
へ
の
希
求
な
ど
価
値

観
の
転
換
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
都
市
圏
の
中
で
の
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
と
も
に
都
市
と
農
村

の
交
流
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
が
重
要
と
な
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
多

様
な
主
体
が
自
由
に
参
画
し
、
目
標
や
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
動
の
起
点
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
の
形
成
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。 

    

　
成
長
型
都
市
づ
く
り
は
終
焉
し
、
成
熟
型
都
市
づ
く

り
へ
の
転
換
が
い
わ
れ
は
じ
め
て
久
し
い
が
、
順
調
に

転
換
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
は
い
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

温
暖
化
の
進
行
や
都
市
環
境
の
劣
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
や
農
林
業
の
後
継
者
問
題
な
ど
へ
の
具
体
的
な
行

動
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
流
域
圏
を
基
本
と
し
た
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
都
市
と
農
村
の

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

【図５】人間生活と里山との新たなかかわり方 
             出所）山麓保全アクションプログラム、箕面・山麓保全検討委員会
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に 

土との共生が生み出す豊かさと喜び Ⅱ 


